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1. MVNO各社のフィルタリングサービス提供状況について
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■フィルタリングサービスの申込率の状況
① 申込率 ：2020年9月1日～2020年12月31日（フィルタリング申込数÷青少年利用者登録数）

※Appleが提供しているスクリーンタイムをフィルタリング申込数にカウントしているMVNOはございません。
② 有効化措置率：2020年7月1日～2020年12月31日（有効化措置数÷フィルタリング申込数）
③ 青少年利用率：2020年9月1日～2020年12月31日（青少年利用者登録数÷全契約数）

MVNO
①フィルタリングサービス申込率 ②有効化措置率 ③青少年利用率

備考
今回 前回 前々回 今回 前回 前々回 今回 前回 前々回

A社 83.64% 78.61% 75.60% 29.97% 42.41% 24.20% 0.46% ー 0.87%

B社 27.44% 41.37% 31.50% 21.41% 23.65% 30.00% 3.04% ー 2.50%

C社 34.59% 37.27% 41.10% 23.01% 59.78% 46.60% 5.86% ー 6.71%

D社 52.45% 53.18% 56.00% 33.20% 45.50% 34.70% 3.28% ー 2.88%

E社 93.60% 95.20% 90.00% 27.30% 23.00% 26.20% 非開示 ー 非開示

F社 55.07% 41.70% 37.00% 88.96% 70.60% ー 3.75% ー 9.82% 有効化率ではなくアクティ
ベート率

G社 57.14% ー ー 44.44% ー ー 5.73% ー

H社 24.49% 29.67% 31.60% 30.77% 23.74% 10.60% 4.74% ー 4.26%

I社 21.43% 17.02% 23.50% 87.50% 84.38% 91.70% 1.75% ー 3.39%

J社 - 50.00% 25.00% - 50.00% 0.00% 0.00% ー 0.80%

K社 0.00% 5.26% ー 0.00% 20.00% ー 1.39% ー ー
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2. オンライン契約時に青少年が利用者となる場合の契約方法
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個社ごとに、若干の違いはあるが、概ね以下の手順で契約手続きを実施

契約
画面

利用者確認

契約者本人

契約者以外

利用者情報入力

•契約者との関係
•氏名
•生年月日
•性別 など

青少年の場合

青少年がインター
ネットを利用するにあ
たっての注意事項の
表示

青少年の場合

各社のフィルタリング
サービスの内容説明
など

青少年の場合

フィルタリングサービス
の申込み画面

青少年の場合

フィルタリングサービス
を申し込む

青少年の場合

フィルタリングサービス
を申し込まない

青少年の場合

フィルタリングサービス
を申し込まない理由
の申請
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2. オンライン契約時に青少年が利用者となる場合の契約方法
（参考：オプテージ契約手順）
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①利用者の選択 ②利用者情報入力

利用者が契約者と異な
る場合に、契約者情報
入力画面が自動的に
表示される。
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2. オンライン契約時に青少年が利用者となる場合の契約方法
（参考：オプテージ契約手順）
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③青少年以外 ④青少年の場合

利用者の年齢が青少
年の場合に、インター
ネット利用の注意事
項が自動的に表示さ
れる。
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2. オンライン契約時に青少年が利用者となる場合の契約方法
（参考：オプテージ契約手順）
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⑤フィルタリング案内 ⑦不加入の場合の申請⑥フィルタリング申込み
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3. オンライン契約時のフィルタリングサービスに関する啓発方法
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契約時の啓発方法については、前述のオプテージ契約手順と同様に、利用者が青少年
の場合に、「インターネット利用についての注意事項」や「フィルタリングサービスの説明」が、
画面上へ表示し、契約者（保護者）に内容を確認させている。

参考①：BIGLOBEモバイル
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3. オンライン契約時のフィルタリングサービスに関する啓発方法
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参考②：LIBMO 参考③：LINEモバイル
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3. オンライン契約時のフィルタリングサービスに関する啓発方法
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参考④：STnet

確認（OK）しなければ前
に進まない

参考⑤：イオンモバイル

POPアップで画面に表示
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4. 課題に関するヒアリング①

11

■オンライン契約におけるフィルタリングの申込率及び有効化の促進に対する課題
① 保護者のフィルタリングサービスに対するリテラシーの低さ

保護者への啓発活動は行っているが、契約時にフィルタリング不要を選択する保護
者の方が多い。フィルタリング必要性を理解頂けていない。

② OSの純正ペアレンタルコントロール
スクリーンタイムなどOS側のペアレンタルコントロール機能が充実しており、フィルタリン
グとして、そちらを選択される場合があるが、MVNOではフィルタリングサービスの申込
み件数にはカウントしていないため、申込率に反映していない。

③ フィルタリングサービスが有償であること
提供・推奨するフィルタリングサービスが有償であることから、申し込み時に即時に判
断されない保護者が一定数存在する。

④ iOS版フィルタリングサービスの機能
iOSでは、市販のフィルタリングソフトでは十分なフィルタリング機能を提供できない。

⑤ 有効化にあたっての設定
有効化については、購入した端末へのインストール、設定等の作業を保護者や利
用者が行う必要がありことなどが有効化を促進する障壁になっている。
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■オンライン契約の場合においても、フィルタリングの加入及び有効化の件数及び
割合を担保する仕組みについてどのように考えているか？

① オンライン申込後に訪問による設定
フィルタリングを申し込まれた場合、訪問の同意を頂いた上で訪問設定を行っている。

② 契約時での案内の徹底
利用者が青少年となる場合は、「ご利用者さまが青少年の場合の注意事項」、
「フィルタリングサービス慫慂画面」を表示し必要性を伝える。

③ 有効化に対しての案内
利用開始後に有効化措置が取られていない利用者に対しては、メールもしくは
SMSで有効化措置を案内している。

④ 未アクティベートの場合に書面で案内
アプリベンダーより、未アクティベート端末の状況を確認し、対象の契約者（保護
者）へ、未アクティベートである旨の説明及び有効化設定のお願いを書面にて行っ
ている。

⑤ その他
強制ではなく、保護者が責任を持つと意思表示すれば申し込みが回避できるので、
今後条例等でフィルタリングサービスに申し込みしないと契約自体ができないなど強
制力がないと難しいと考える。

4. 課題に関するヒアリング②
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■保護者向けフィルタリング啓発についてどのように取り組んでいるか
① webコンテンツでの案内

フィルタリングサービスの必要性について、分かりやすく説明したwebコンテンツを用意
し、保護者への理解を促進させる活動を実施

② コンテンツSEOの活用
保護者がインターネットを活用して、子どもへスマホを持たせることについて、調べること
を想定し、検索時にフィルタリングサービスやペアレンタルコントロールの必要性を案内
しているwebコンテンツを上位表示させる

③ 親子ルールコンテンツ
青少年のスマホ利用の前に、対面契約時に利用している「親子で利用のためのルー
ル」を決めることができるようなツールをダウンロードし、利用いただく

4. 課題に関するヒアリング③-1
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■保護者向けフィルタリング啓発についてどのように取り組んでいるか

LINEモバイル

4. 課題に関するヒアリング③-2

BIGLOBEモバイル LIBMO
Webコンテンツの取組み例
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■保護者向けフィルタリング啓発についてどのように取り組んでいるか

4. 課題に関するヒアリング③-3

コンテンツSEOの取組み例

認知

情報収集

調査・検討

購買

保護者の行動を理解し、
webを使って、知って欲し
い情報へ誘導する。

カスタマージャーニー

webでの情報収集時
にフィルタリングへの理
解を高めるため、SEO
により啓発用コンテン
ツを上位表示させる。

デジタルマーケティング
の手法により、インター
ネットを活用した認知
拡大を図る。
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■保護者向けフィルタリング啓発についてどのように取り組んでいるか

4. 課題に関するヒアリング③-4

親子ルールコンテンツの取組み

店舗での契約時に、保護者の方へお
渡ししている「子どもがスマホを利用す
る前に、親子間でルールを決めておくた
めのツール」である「私たちのスマホルー
ル」をダウンロードしてご利用いただける
ように公式HPに掲載。
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4. 課題に関するヒアリング④

■継続的な利用を促すのに有効な取組としてはどのようなものが考えられるか
① フィルタリングによる効果の可視化

フィルタリングサービスで実際にリスクを排除した件数を利用者に見せるなど、サービ
スの成果を分かりやすく伝えることで継続的な利用を促進させる。

② リスクの可視化及び傾向分析
フィルタリングを設定していなかったことで青少年が犯罪被害を受けた実数の集計及
び公表。
フィルタリングと青少年犯罪被害の因果関係の傾向分析。

③ 利用状況の可視化
有効化状況ではなく、実際の利用状況を事業者が正確に捉える必要がある。
また、利用状況の把握により、フィルタリング未設定のお客様に対し、お知らせをメー
ル等で案内。
※12月よりMVNO1社が、アプリベンダー協力のもと、未アクティベート状況を
確認し、契約者へ書面による通知を行い、利用促進を図っている。

④ メディアの活用などによる周知の徹底
保護者さまに必要性等をご理解をいただけるよう、メディアや教育機関を通じた継
続的な周知徹底が必要。
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